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には複素振幅 の BPSKコヒーレント状態信号 ji; j  iを用
いる．古典論では光波を時間関数 S(t) などで表し，その振幅，
周波数，位相に情報を載せて通信を行うのに対し，量子論では光








の様子を，受信信号 0; 1 として次のように記述する．
0 =
Z
P () jeiiheij d; (1)
1 =
Z
P () j   eiih eij d: (2)
これは混合状態と呼ばれる量子状態であり，についての積分に
よって状態の確率的な重ね合わせを表している．ただし，P ()





























ただし，は 0   1 の固有値とする．
図 1に誤り率特性を示す．横軸を平均光子数 jj2 とし，縦軸
を誤り率としている．実線は量子最適測定による誤り率 P opte ，
鎖線はホモダイン測定による誤り率 P home を表している．また，
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